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企業紹介

商　号 イオンリテール株式会社

屋　号 イオン・イオンスタイル

発足日 2008年8月21日発足

本社所在地 千葉県千葉市美浜区中瀬一丁目5番地1

代表者 代表取締役社長　古澤　康之

事業内容 総合小売業

店舗数 367店舗（2024年2月末現在）

従業員数 73,317人（2024年2月末現在）

事業形態 総合小売業（GMS）

トピック 京都府内では食品中心の小型店も展開中

イオンスタイル西陣小町・西ノ京小町・修学院小町・嵯峨野小町

近畿２府４県では88店舗（2025年3月1日時点）を営業
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店舗におけるプラスチック削減事例

１．プラ製レジ袋の削減取り組み

２．プラ製カトラリーの切替取り組み

３．「Loop」の取り組み
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取り組み事例１．プラ製レジ袋の削減

買い物袋をご持参頂くための有料レジ袋を導入した1号店は京都イオン
東山二条店（当時はジャスコ）でした。
現在店舗は2021年10月に53年間の営業を終了し一時休業しました
が、再オープンに向け準備中です。

レジ袋削減の歩み
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取り組み事例１．プラ製レジ袋の削減

久御山

桂川

１

２

３

買い物袋のご持参を推進
するためのマイバッグの
販売提案
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取り組み事例１．プラ製レジ袋の削減

買い物袋への詰め替え不
要な利便性と合わせたマイ
バスケットの提案
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マイバスケットとは？



取り組み事例１．プラ製レジ袋の削減

買い物カゴを原材料にした京都限定マイバスケット（数量限定）
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取り組み事例１．プラ製レジ袋の削減
店舗名

2024年

03月度

2024年

04月度

2024年

05月度

2024年

06月度

2024年

07月度

2024年

08月度

2024年

09月度

2024年

10月度

2024年

11月度

2024年

12月度
平均

亀岡　　　　　　　 97.0 97.2 97.0 97.2 96.9 97.8 97.2 97.0 96.9 89.4 96.4

L＆B川西 93.2 93.7 93.6 93.8 93.6 92.9 93.8 93.8 93.5 93.2 93.5

つくしケ丘 90.7 90.8 90.8 90.6 95.8 90.0 91.0 90.5 90.6 98.0 91.9

三田ウッディタウン 90.9 91.2 90.7 91.0 90.7 90.7 91.2 90.9 87.7 90.5 90.5

猪名川 90.3 90.5 90.3 90.7 90.4 89.7 90.3 89.9 90.1 89.6 90.2

高の原　　　　　　 89.9 89.9 89.8 89.9 89.7 89.4 89.8 89.5 89.7 90.8 89.8

京都西 89.7 89.8 89.7 90.0 89.7 89.5 89.9 89.7 90.1 89.8 89.8

北千里　　　　　　 89.6 89.8 90.0 90.0 89.8 89.6 90.5 90.0 89.5 88.8 89.8

奈良 89.6 89.8 89.6 89.9 89.7 89.6 89.9 89.7 89.9 89.2 89.7

垂水 89.7 90.0 89.8 89.8 89.5 89.0 89.9 89.1 89.5 88.9 89.5

土山 88.7 88.4 88.1 88.4 88.1 87.6 88.9 88.2 100.0 87.9 89.4

明石　　　　　　　 87.6 89.8 89.6 90.0 89.7 89.2 89.7 89.5 89.8 89.0 89.4

草津 89.2 89.2 89.3 89.7 89.5 89.3 89.4 89.0 89.5 88.5 89.3

姫路大津 89.3 89.2 88.8 89.6 89.1 88.8 89.7 89.3 89.3 88.6 89.2

神戸北 88.5 88.2 88.5 88.8 88.4 88.7 88.9 94.7 88.5 87.5 89.1

京都桂川 88.9 89.2 89.0 89.3 89.1 88.7 89.4 89.1 89.2 88.3 89.0

京都洛南 89.0 89.3 89.0 89.1 89.2 88.6 89.2 89.2 89.2 88.2 89.0

店舗名
2024年

03月度

2024年

04月度

2024年

05月度

2024年

06月度

2024年

07月度

2024年

08月度

2024年

09月度

2024年

10月度

2024年

11月度

2024年

12月度
平均

喜連瓜破駅前 79.9 80.1 79.6 80.1 79.8 78.7 80.0 79.6 99.2 79.3 81.6

堺鉄砲町 80.7 80.2 80.2 81.3 81.0 80.4 80.9 80.6 81.5 79.8 80.7

布施駅前　　　　　 81.0 80.6 81.0 81.1 80.7 79.4 80.9 80.1 81.5 79.8 80.6

大阪ドームシティ 80.4 80.1 80.5 79.8 81.4 79.0 75.8 83.7 80.8 81.1 80.3

海老江 79.3 79.8 79.4 79.4 79.0 78.9 79.6 79.3 79.9 78.7 79.3

高見 79.0 79.3 79.4 79.0 78.8 77.9 79.3 78.8 78.9 78.7 78.9

新金岡 79.8 79.9 70.4 79.9 79.7 79.5 79.9 79.2 79.5 79.1 78.7

東淀川 77.8 77.6 77.4 78.0 77.3 77.0 78.0 77.3 78.1 77.1 77.6

箕面 83.9 79.3 75.2 73.6 79.4 72.5 73.8 79.1 71.5 74.3 76.3

～省略～

食品レジでのレジ袋辞退率
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取り組み事例１．プラ製レジ袋の削減
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取り組み事例１．プラ製レジ袋の削減
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取り組み事例１．プラ製レジ袋の削減
紙袋の販売が目的ではなく、
買い物袋ご持参の推進と
なります。
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取り組み事例②木製カトラリーへの切替
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取り組み事例③商品容器の繰り返し使用「Loop」
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取り組み事例③商品容器の繰り返し使用「Loop」

現在18品目

2020年秋から一部
店舗で店頭販売開始
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取り組み事例③商品容器の繰り返し使用「Loop」
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取り組み事例③商品容器の繰り返し使用「Loop」
終了の背景

リユースに関する法整備が当初の期
待通り進まず、事業継続が困難な
ためイギリス、アメリカ、カナダに続き、
事業撤退する。（LoopJapan）

20年度より事業開始するが容器回
収率は24％（ポカリスエットを加え
ると約5％）と低迷。メーカー様も
容器が返却されない中、事業モデ
ルの継続に懸念を示される課題も
ある。
→新商品、製品開発が進まないと
販売・回収拡大にもつながらない。
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その他の取り組み事例 商品開発段階での取り組み

これまで「ふとんカバー」は、商品を個包装するため透明袋に入れて
陳列販売しておりました。
商品開発担当者の発案で、商品と同じ素材・柄で包装用の袋
（巾着）を作成し、その袋に商品を入れて陳列販売するように
しました。
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ご静聴頂きありがとうございます。

引き続き、従業員の理解とお客さま
のご協力を頂きながら、取り組みを
推進してまいります。

22


